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【０】はじめに

近年、隆盛を迎えつつある CMC（Computer

Mediated Communication）研究であるが、そ

の関心はもっぱら、パソコン通信の普及とそこで

の情報行動の実際を把握することに注がれてお

り、新たなメディアの出現がどのようなコミュニ

ケーションを生み出しつつあるのかが、主として

語られている（池田［１９９７］）。しかし、メディア

のあり方がコミュニケーションを規定する側面と

同時に、コミュニケーションのあり方が、それに

適したメディアを選択・創出していく側面も多々

あるのではないだろうか。そうした観点から、こ

の研究ノートでは、人々がいかに CMCを「利用

と満足」していくか、特にここではアメリカのロッ

ク・バンド“Grateful Dead”のファン集団(fan-

dom)である「デッドヘッズ(Dead Heads)」のネッ

トワークを取り上げて考察していきたい。

かつてのビートルマニア現象が、６０年代前半に

ティーンエイジャー──特に少女──の間を駆け

抜けた奔流だとしたら、デッドヘッズ（以下 DH

と略記）の方は、６０年代後半から今日に至るまで、

途絶えることなく続く潮流としてある（Dodd&

Weiner［１９９７］・Weiner［１９９９］）。その持続力の最

大の理由は、もちろんグレイトフル・デッド（以

下 GDと略記）自体が、１９６５年のデビュー以来、

その中心メンバーであるジェリー・ガルシアが急

死する９５年に至るまで、息長くコンサートやレ

コード制作などの活動を続けてきた点にあろう。

そして、つねに GDとともにあったカウンター

カルチャーが、変化しつつもより若い世代へと引

き継がれていくだけの生命力を保持していた点も

大きな要因であろう。だがここでは、DHが新た

なメディア──とりわけ西海岸出自のグラスルー

ツなサイバーカルチャー──を自らの文化の中に

取り込んできた点に注目したい。その系譜は、GD

亡き後、アメリカ一の動員力を誇るツアーバンド

となった“Phish”のファンたち──フィッシュ

ヘッズ──による“Phish.Net”というオンライン

・ファンダムへも引き継がれているのである。

以下、このフィッシュ・ネットに関するWat-

son［１９９７］の分析を参照しながら、DHカルチャー

の概観から始めて、それが日本へと伝播する過程

で、さらには日本でのファン・ネットワークが形

成されていく過程で、DHカルチャーのエートス

の中に CMCがいかに咀嚼・吸収され、そこで使

用されているのかについて検討していきたい１）。

【１】GDと DHカルチャーについて

その当初から、サンフランシスコのヒッピー

ムーブメントと深く関わりあっていた GDは、

ドラッグカルチャーと結びついた“サイケデリッ

クロック”バンドとして世に知られ、「いま、こ

こ」での即興やトリップ感覚を重んじる、生っ粋

のジャムバンドであった。それゆえ、レコードセー

ルスのチャートや、MTVといったメジャーな音

＊キーワード：CMC、ファンダム、サブカルチャー
＊＊関西学院大学社会学部専任講師
１）日本での、ファン・ネットワークと CMCの関わりについての先行研究は、B’zのフォーラムを対象とした http:

//syajyo.tamacc.chuo-u.ac.jp/syajyo/taclab/set.htmlなど。また Phish以外にも、Zero、The Other Onesといっ
たバンドにも、DHおよびそのファンカルチャーが引き継がれている。
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楽シーンやメディアとは終始無縁であり、あくま

でもその本領はコンサートにおいて発揮されるラ

イブバンドであり続けた。それゆえ DHにとっ

てもっとも重要なことは、ツアーにともに出て、

会場で実際に GDを体験することであり、そこ

で他の DHとの交流を深めることにある。コン

サート会場での DHの様子を Pearson［１９８７：

４２６］は次のように描いている。

「このバンドと旅をする実践（practice）により、

GDが演奏するところにはどこにでも、決まって

テントとバンと改造されたスクールバスの小さな

村が発生する。カルフォルニアのオークランドで

の最近のコンサートでは、アラスカ、ハワイ、メー

ン、フロリダを含む、３８州からのナンバープレー

トを見かけた。６０年代のコミューン的なライフス

タイルの明らかな痕跡を残す、この移動するコ

ミュニティは、６０年代のカウンターカルチャーか

らの連続性の感覚や雰囲気──コンサート場所に

よっては異なる行動も起こってはいるが──を背

景として供給する。そのイメージは６０年代カウン

ターカルチャーの追憶が強すぎて、実際に通りす

がりの観察者は、すべての DH現象を純粋にノ

スタルジックな主張という観点からのみ見る。

ヒッピーライフスタイルとエートスが、DHコ

ミュニティの感覚全体の重要な要素である一方、

…ある観察者曰く『その群集のデモグラフィック

な構成は、４０から５０代の白人の中流階級を超え

て、より幅広く見うけられる』」

このように DHの中には、６０年代以来のつわも

のもいれば、GD空前のヒットアルバムとなった

１９８７年の“In the Dark”以降の若いファンも混在

している（特にヨーロッパを中心にレイヴカル

チャーが盛んになってくると、そこからの１０～２０

代の参加者も現れている）。

そして、コンサート会場周辺では、臨時のマー

ケットが開かれることになる。Saradiello［１９９８：

１２８‐９］は、その様子を以下のように述べている。

「ベンダーたちは、さまざまなベジタリアンフー

ドやアルコール飲料、ソフトドリンク、水などを、

ノマディックなコミュニティの基本的な必需品と

して供給する。彼らはまた、服やグアテマラの宝

石や、Tシャツやパンツ、下着などのトーテミッ

クなタイダイ（絞り染め）・アイテムを売ったり、

トレードしたりもする。またある人々は、ドラッ

グとドラッグ用品を売り、またある人々は、フェ

イス・ペインティングや髪にビーズを飾ること、

ボディマッサージなどのサービスを提供する。す

べてのアイテムは、コンサートチケットを含め、

売られ、トレードされ、与えられている。これら

の商業活動は、ハンドメイドのものを、自給自足

とツアーについて回る資金稼ぎのために販売する

ものだが、中には小さな会社を起こし、メールオー

ダー・サービスの広告を出すようなものもいる。

しかし、基本的には DHカルチャーは、反企業

的な倫理観をもち、アングラ経済としてのエート

スを通そうとする」

そして、こうした移動する祝祭へと参加するた

めに、バンドとファンの間には独自なネットワー

クが形成されている。

「GD経験がどんなものにしろ、その経験は──

そのコミットメントの広さと深さには驚かされる

──サブカルチャーを生成する。DHが恒常的に

ツアーについて回り、コンサートに出るため、数

万マイルを旅するために、GD組織によって、ファ

ンに最新のチケットとコンサート情報を知らせる

ホットライン・ナンバーが設定されている。これ

らのナンバーは、バンドとその活動についての

種々雑多の情報とともに、あらかじめ近々の

ショーの日時と場所が録音されている。どこで行

われるコンサートにしても、半分からすべてのチ

ケットが、メールオーダーだけで購入されてい

る。これは全国のすべての地方に住む DHに平

等なアクセスをもたらすとともに、ダフ屋という

もう一つの問題を解決する。この適切なシステム

にもかかわらず、入場の方法のない DHが数万

マイルの旅をすることは通常のことであり、チ

ケットを持たないが、チケットが現れることを信

じて集まってくるファンの大規模な偶発的発生は

つねのことである」（Pearson［１９８７：４２７］）

また、ツアーに参加できなかった DHのために
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は、ライブ会場での様子を録音した音源を、ファ

ン・ネットワークを通じて「ねずみ算」式に複製

し、おおむね実費のみで頒布していく「テープ・

トレーディング」という独特のシステム――現在

ではアナログテープだけではなく、DATや CDR

の利用も盛ん──が、DHカルチャーにおいては

確立している。

「デッドシーンの特に見逃されがちな側面は、“ta-

per”現象である。それぞれのコンサートにおい

て、サウンドボードのすぐ後ろのエリアは、その

ショーをテープに録音しようとする観衆のメン

バーによってリザーヴされている。この実践は、

技術的には非合法であるが、バンドによって寛容

されており、ある程度は奨励もされている。…コ

ンサートテープは、DHが GDリアリティに参入

し、体験しうる方法として、DHの辞書（lexicon）

においては中心的な位置を占めている。…５０回以

上ショーを見ることが通常であるのと同様に、

テープを集めトレードすることは、DHの多くに

とってフルタイムな実践である。調査の間に、私

はテープトレーディング・ネットワークに入った

が、それは国中に散在する DHのネットワーク

と、おおむね同義であった。このネットワークは

多くの点で、DHサブカルチャーのインフラを表

わしており、テーパーは通常、DHの中でも最も

コミットしており、旅をしている。彼らは、往々

にして膨大なコレクションを持つ。私自身は、調

査の最後６ヶ月間で１８０を超えるテープのコレク

ションを求めた。そのデータの一次ソースは、バ

ンドとのインタビューや、スタジオ・アウトテイ

クや、DHとの会話や、オリジナル・アシッドテ

ストや、ガルシアが６１年からフォーククラブで演

奏したものを含めた、膨大なコンサートでの演奏

のセレクションを含んでいる」（Pearson［１９８７：

４４０］）

こうしたシステムによって、無職ないしはパート

タイムの仕事しかせずに、ツアーについてまわる

「ハードコア DH」や、主として学生であり、自

由な時間と小遣いをすべて GDに注ぎ込む

「ニュー DH」のみならず、定職についているた

め、ニューイヤー・コンサートなど休みが取れる

時期のビッグイベントにのみ参加する「安定型

（stable）DH」たちも、その場その場、その時そ

の時によって異なる GDの演奏を追体験するこ

とができるわけだ（Saradiello［１９９４］）。

また DHカルチャーは、次のようなメディア

も有している。「テーパー間に存在する非公式の

ネットワークに加え、DHは Relixと呼ばれる雑

誌によって交流し、その内容は、GDに関する記

事、回想、コンサートレヴューや手紙がほとんど

である。Relixはニューヨークで発行されてお

り、東海岸にすむ DHの価値観と関心をおおむ

ね反映している。GDに関するアート、フォーク

ロアや他の文章の宝庫であるに加え、Relixはバ

ンドの周囲に育っている巨大なアングラ経済のた

めの広告の場を提供する」（Pearson［１９８７：

４４１］）。そして、GDのオフィシャル・ホームペー

ジがいちはやく起ち上がるなど、GD関連のグッ

ズ販売やチケットのメールオーダー、テープト

レーディングなどの DHネットワークは、現在、

サイバースペース上へとその本拠を移しつつあ

る。

【２】 日本における DHカルチャーの現
状をめぐって

このような DHカルチャーにアメリカでふれ

た帰国者を中心に、日本においても DHネット

ワークが生まれ、アメリカでの DHの自生的（ver-

nacular）な商品流通に連携していこうとする

人々が８０年代から存在していた。こうした動き

は、９０年代に入ってガルシアがパルコの CFに登

場したあたりから加速し２）、さらにはガルシア死

後の GD再評価の動きと、９７年の「ゴアトラン

ス」ブームに付随したタイダイ Tシャツの流行、

さらには GDの比較的新しいキャラクターであ

る「デッドベア」人気をきっかけに、やや異なっ

２）ガルシア来日はならなかったが、パルコの広告にガルシアが起用されたこともあって、渋谷パルコでガルシア
展がひらかれ、９１年５月号『SWITCH』９‐２では GD特集が組まれた。また、死の直後の９５年１１月号『SWITCH』
１３‐９でも「Welcome to the dead end」と題した特集が組まれ、ガルシア亡き後のアメリカの DHの様子を伝え
ている。
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た様相を呈してくる。

目についた範囲で GDグッズ、中でもデッド

ベア関連商品がファッション雑誌に取り上げられ

た例を拾っていくと３）、「デッドヘッズも驚きの

レアもの Tシャツをワイルドに着こなそう」９７

年６月１５日発行『asAyanStreetGearCatalog』、

「ファッションというよりデッドヘッズの生き方

を見せたい」９７年８月号『Men’s non-no』（１３５）、

「ロコっぽいが合い言葉、なんちゃってサーファー

２５の決め技：くまちゃんタトゥーはもう定番だよ

ね」９７年８月号『JJ』２３‐８、「StreetMoveCount-

down！：あのカワイイくまちゃんは一体な～

に？最近女の子にめちゃ人気だよ！」９７年８月号

『egg』（１４）、「数々の T－シャツに残されたグレ

イトフルデッドの３０年。」９７年１０月号『N!CK-

NAME』�、「街ヒット☆アイウエオ：ぬいぐる
みだけじゃない。デッドベアの小物もイケてる」

９８年２月号『Zipper』（５５）、「デッドベアの新柄

は涙モノのインパクト」９９年４月号『GETON！』

３‐６、「チョッパヤ NEWS：イイものはやっぱり

イイ！６０年～いまっ！まさに時代を超えたカッコ

よさの『グレイトフル・デッド』」９９年１０月１５日

号『men’s egg』�など。こうしてデッドベアは、
９９年８月号『CREA』１１‐８の特集「人気キャラ大

集合！」においてミッキーマウス・ドラえもん・

スヌーピー・ムーミン・ハローキティ・テレタ

ビーズ・ポストペット（モモ）・ミッフィーなどと

同等の扱いで紹介され、そのグッズは「即ゲッ

ト！」すべき「マストバイ」アイテム視されるに

至る。

一方、９７年７月１日号『BURST』�誌上では、
「９０年代最低速のデッドヘッドな野郎供へ捧ぐ」と

銘打たれた特集「ルーズ・サイケデリック」が組

まれ、GDおよび DHカルチャー全般やデッド

グッズの紹介があり、ガルシア追悼「デッドヘッ

ズ・フェスティバル」というイベントの様子を伝

える記事なども掲載され、また９８年には『POP-

EYE』誌上で集中連載“Whole earth project”が

始り、アメリカ西海岸のヒッピームーブメントの

現在が紹介され、１０月２５日号『Popeye』（５５１）に

は「デッドヘッズの伝説が笑った。」が特集され

ている。そして、９８年１２月１４日号『QuickJapan』

（２２）では、「“グレイトフル・デッド”の不思議

な旅」が特集され、またこの年長らく絶版になっ

ていた、ガルシアと『緑色革命』の著者チャール

ズ・ライクとの対談集『自分の生き方をさがして

いる人のために』（草思社）が再版されている。

だが、こうした流行化現象の一方で、「バークレー

に日本人のヒッピーショップのバイヤーが押しか

け、手作りが商品化してしまった」（９７年８月号

『Men’s non-no』１２‐８）という、DHカルチャー

本来の反企業的・拡大家族的なエートスの希薄化

もあったようだ。

しかし、こうした DHカルチャーという文脈

から遊離したデッドグッズ・ブームの一方で、そ

れ以前からの日本の DHネットワークは逆に凝

集性を増し、またこのタイダイやデッドベアと

いったアイテムやキャラクターをきかっけとし

て、DHカルチャーへと踏み込んでくる若者も少

なからず存在した。そうした人々の入門の場とし

て大きな役割を果たしたのが、やはり日本におい

てもサイバースペース上のネットワーク──GD

関連のホームページ（HP）・掲示板・メーリング

リスト（ML）など──であった。以下ここでは、

日本の DHカルチャーの現在を知るために、“J

ヘッズ”という GDファンのMLについて紹介

しておきたい。

この“Jヘッズ”は、山梨県でレコード店を経

営している A氏が、９７年春から運営しているも

ので、９９年８月１８日には A氏自身が「４人で始

めたこのMLもいつのまにか１３０人」を数えるよ

うになったと語り、同９月１０日には A氏により

「３０００通目のごあいさつ」がポストされている。

ここでは、９９年４月１９日から９月１２日にかけて

の、２０７５通目から３０１１通目までを取り上げて、分

析を加えてみたい。まず発言人数と頻度である

が、７３名のメンバーがこの期間中に計９３７通を出

しており、一人平均１２．８回、一日平均６．４通がポ

ストされていることになる。もちろん、A氏の１３２

通を上回る１７３通をポストしている B氏（ライブ

ハウス経営）や、７６通の C氏（音楽イベントの

プロモーター）など、ヘビーな発言者は存在する

３）管見の限りでは、９１年９月号『mcSister』（２６２）の神戸三ノ宮高架下の店舗紹介のページが、デッドベアの雑
誌への初出である。
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ものの、比較的 ROM（リード・オンリー・メン

バー）の少ない、活発なML──たとえば、Phish

の初来日となったフジロック・フェスティバル前

後は、感激したメンバーの発言が相次ぎ、「今日

はチャット状態ですね」と前置きしながら発言す

る者も現われるほど、分単位でメールがポストさ

れた──だといえよう。参加者のプロフィールの

詳細は分からないが、�関東圏を中心に全国にメ
ンバーは散在している（一部には外国在住の者

も）、�レコード店・雑貨店・ライブハウスなど
の自営業や、陶芸作家やライターなどの自由業が

多いが、学生や大手化粧品会社・広告代理店など

に勤務のメンバーも存在する、�名前および通称
から女性だと判断される発言者は７３名中１５名で、

この間８３通をポストしている、といった点は確認

できる。

その発言のテーマをたどっていくと、GDメン

バーや関係者の動向、楽曲、楽器、オーディオ（機

材や音質について）、イベント（情報交換および

ライブの曲順速報や感想など）、GD関連の HP

紹介、テープトレードの募集や送られてきた音源

への感想など、GDや音楽に関連するものが約８

割をしめている。もちろん、１通で多くのテーマ

に言及するものも多いので、厳密な分類は不可能

だが、ML本来の性格通りに、音楽談義が主であ

ると考えて差し支えない。しかし、この Jヘッ

ズがおもしろいのは、GDファンのMLであるに

も関わらず、その議論が GDおよびその楽曲に

限定されない点である。たとえば、あるメンバー

が、はっぴぃえんどやナイアガラ・トライアング

ルなど「初期ニッポンロック」に話をふったこと

をきっかけに、約１週間にわたり５８通が芋蔓式に

ポストされ、ロックに日本語歌詞がのり始めた７０

年代の音楽シーンや大滝詠一・細野晴臣・南正人

・裸のラリーズといったアーティストたちへと議

論が展開していった。多くの反響を呼ぶ「食いつ

きのいい」話題は、やはり GD（およびその後裔

とされるバンド）や６０～７０年代の音楽シーンに関

するものではあるが、GDというバンドの音楽的

な幅の広さもあって、ブルーグラスやフォークソ

ングからジャズに至るまで何を発言してもいいと

いう雰囲気──中には SMAPのコントライブの

チケット取りへの協力を求めるメンバーも──

が、このMLには存在している。

音楽関連以外では、このMLのオフ会の連絡

・感想やデッドグッズに関する話題、メンバー

個々の近況の紹介や問い合せ、管理者 A氏から

の連絡事項──新入会員の紹介とそれに応えての

自己紹介──などが主である。ちなみに、この間

新たに加わった会員は、２６名であり、Saradiello

言うところの「ニュー DH」──たとえば「DEAD-

HEADSの新米です。ファッションから DEAD

に興味を持ってまだ曲を聞いたことがありませ

ん。これから CDを手に入れてどっぷりはまりた

いと思います」と自己紹介するような人々──の

リクルーティングが順調である様子がうかがえ

る。また、「DEAD（JERRY）に出会ったのは、

映画の SMOKE。一生付き合える映画と音楽を

得ることできました。半年ほど前にネットで＜今

から始める Grateful Dead＞に出会い、どっぷり

はまってしまいました。１ヶ月前 GDMより

DICKS PICKS全種他１０万近くも購入し聞きま

くっています」との自己紹介にあるように、日本

国内にもいくつかある GD関連 HP──一過性の

デッドグッズ人気に終わらずに、GDの音楽やそ

の背景をなす思想を日本にも定着させようという

意図のものも多い──が、DHワールドへの入口

として機能していることがわかる４）。

発言内容をさらに深く探っていくと、いくつか

のカウンターカルチャー特有のエートスや規範

が、さまざまな実践の中でつねに創発および確認

さ れ、「構 造 化（structuration）」（Watson

［１９９７］）されていく様子が浮び上がってくる。ま

ず第一には、「テープトレーディングを核とした

強いコミュニティ意識」である。マスターとなる

音源（もしくは映像）を入手したメンバーは、ML

４）日本におけるオールド DH、ハードコア DHの一人である D氏のHPが、長らく Jヘッズへの「入口」の役割
を果たしていたが、そのHPが閉じられたことと、その善後策に関してもML上で話題となっている。結局、DH
関連の掲示板を運営している E氏のHP上に、「JoinML」のリンクがつけられることとなった。なお、この E
氏の掲示板に関しても、９９年１月３０日から９月１２日までの２４９件の発言を通覧してみたが、紙幅の関係もあり、
またおおむね Jヘッズでの議論と重複していることもあって、ここでは分析を省いている。
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において「ツリー」開始を告知し、連絡網にも似

たダビングの樹系図（ツリー・ストラクチャー）

をつくりあげる。要するに、希望者が多数おり、

一人ですべてのコピーをまかないきれない場合

は、数名のメンバーに「リーフ」を依頼し、そこ

からさらに数名のメンバーへのダビングを分担

し、中継してもらうわけだ。その「ツリー」にそっ

て、カラの記憶媒体（カセットテープ、VTRテー

プ、DAT、CDRなど）と返信用の送料とを「親」

にあたるメンバーに送り、そこに何らかのコンテ

ンツをコピーして送り返してもらう「B&P（Blank

and Postage)」と呼ばれる方式で、通常、映像や

音源は多くのファンへと拡散していく。このテー

プトレードが DHカルチャーにとって非常に重

要な意味を持つことは、以下のような議論が起っ

ていることからもうかがい知れよう（発言順）。

B氏「ほら、こういうのって手作りのものを手渡

ししてゆくみたいなものだから、誰に渡って行く

のかも把握出来ないでいると、分業や流れ作業の

ようで逆につまらない。テープトレードにしろ

テープそのものより、そこに生じる関係を重んじ

たい、と思っているんです。デッドがテーパーを

許しているのは元々そういうことだし。…ツリー

で渡された人はMLかメールで感想でも聞かし

て下さいな。第２弾の感想も Fさん以外からは

まだで淋しいな。G、いくらデッドヘッズの仲と

いえ、礼節は重んじようよ（悪しからず）」

H氏「それぞれが孤立していて、日常的にデッ

ドのお話が出来るのがネット上だけといった日本

の恵まれない状況のヘッズにとって、物の流通以

上に欲しいものがあると思います。テープなどは

いわば触媒でして、目的の全てではありません。

…自然の多い地域にお住まいで、テープと交換で

クワガタ虫をつかまえて送ってあげたという方を

私は知っています（このML参加者です）。ブラ

ンクテープを送ればいいだろうという安易な発想

を相手に押しつけることなく、お互いの立場を生

かし、お互いに想像力豊かな発想をし、お互いの

意向を尊重し、お互いの心が満足したこのトレー

ドは、ある種、美談であると信じています」

A氏「テープトレードからは『コレクションを増

やす』ってことよりも先に多くの方から『シェアー

する心』を教えてもらいました。…もちろん『テー

ピングを許したミュージシャンのハート』を伝え

るにも『テープツリー』は最良の方法だと私は思

うのです」

I氏「デッドがテーピングを許していたのは、ど

こかの誰かの所有欲を満足させるためではなく、

彼らの音楽や、彼らを取り巻く状況をテーパーを

通して、そこにいなかった誰か、それを聞けなかっ

た誰かに伝えたかったのでは…と思っています」

こうしたやりとりの末、G氏によって B氏から

送られたテープへの感想がポストされ、B氏の

「G、やきもきしてましたですよ（笑）」のフォロー

があった後、「Iさん、ありがとうございました。

…Hさんや A君の意見も聞けたし、こういうこ

とはこれからも確認し合った方が、デッドのコ

ミュニティのためだと思います」という B氏の

言葉でこの議題は終わっている５）。また、GDの

元メンバーや Jヘッズ・メンバーの知人などが

闘病生活中である旨がポストされると、「Heal-

ingVibsを送る」「パワーをありがとう」といっ

たメールが行き交う点にも、カウンターカル

チャー以来の霊的な交わり（communion）への指

向性がうかがえる。

以上の点に関連して、第二にあげられるべき

エートスは、「商業主義に対して一定度の距離感

を保つ」点であろう。著作権関係の法改正が進む

のでは、という情報に対して、「ブート屋（海賊

版業者）には影響があろうが、テーパーには関係

ない」旨の発言が出されたり、パンク風にアレン

ジされた忌野清志郎の「君が代」が大手のレコー

ド会社から発売延期となったことをきっかけに、

メジャーとインディーズのレーベル間の比較論が

浮上してきた際には、「企業とかインディーズと

かの問題ではなく、MP３でばらまけばいいだけ

のこと」といった発言がなされている。一方、デッ

ドベア（特にビーンズベアのぬいぐるみ）の流行

５）ちなみに F氏は、この分析の期間中２５通を、G氏は１８通、H氏は５３通、I氏は３２通をそれぞれポストしている常
連であり、それこそ「DHの仲」ゆえの遠慮のないやりとりであった。サイバースペース上でのフレイミング（flam-
ing）がよく問題となるが、Jヘッズに関しては非常に「ラブ＆ピース」なMLだと言える。
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に関しては、「デッドを知らない人の間でのデッ

ドファッショングッズの浸透はこぎみよい」との

発言もあり、ソニープラザやキディランドにまで

デッドベアが出まわることへの困惑は持ちつつ

も、どのような経路からにしろ DHカルチャー

の一端にふれる人が増えることは歓迎する、と

いった態度が維持されている。

そして、こうした態度と深く関係した、第三の

特徴的なエートスに「開放系ネットワークへの指

向性」があげられよう。来るものは拒まず、「何

かが起るのも、起らないのもあなた次第です」と

して新規会員は迎えられる。筆者もこのMLに

加入する際、GDのファンであるとともに社会学

の研究者であること、このMLや日本の DHカ

ルチャーを分析の対象とする者であることを述

べ、それに対する賛否を問う自己紹介を行った

が、まったく問題ない旨を、数名の方──発言回

数の多い、いわば Jヘッズの「常連」である方々

──にML上で発言していただけた６）。

以上、JヘッズというMLを通覧することで、

カウンターカルチャー以来のいくつかの思潮が、

インターネットというメディアを得て、再生産さ

れている事情を概観してきた。

【３】小括

以上、ラフな概観に過ぎなかったが、こうして

日本の DHカルチャーの広がりを検討すること

は、�CMC論への一つの事例──既存のコミュ

ニケーション・ネットワークが、新たなメディア

を利用し、自家薬籠中の物にしていった過程──

を提供するとともに、�サブカルチャー研究の文
脈とメディア論との接合（難波［１９９７］）、さらに

は�ファンカルチャーとメディア論との接合（Le-

wis［１９９２］）といった多様な論点の展開を可能

とするだろう。そして、そのメディアには、音源

や映像ソフト（のダビングのネットワーク）はも

とより、ここで取り上げたMLや HP・掲示板だ

けにとどまらず、そこでも言及されることの多

かった雑誌・フリーペーパー・有線放送・（コ

ミュニティ）FM・映画・テレビドラマ──日本

でも放映されたアメリカ製の刑事ドラマには、

DHらしき刑事が登場する──や、DHナイトや

「レイヴ・デッド」などの各種イベント、さらに

はオフ・ミーティングなどの場が存在している。

そうした、メディアおよびコミュニケーションが

重層し、輻輳しながら一つのサブカルチャーを創

出し、維持していくプロセスには、今日の情報環

境とそこでの情報行動を考える際の多くのヒント

が潜んでいよう。
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６）だが、同時に興味深かったのは、数名のメンバーの方──こちらはどちらかというと ROMの方々──から私信
でいただいたメールとその後のやりとりからは、開放的なMLながらも、GDと関わった年期や音楽的な知識・
素養の深さなどからくる中心メンバー（ハードコア DH)への畏敬の念とともに、新入者であるがゆえの発言へ
の気後れが感じられた点である。それゆえ、Jヘッズは絶えず新規の入会があるわりには、そこからヘビーな発
言者は登場せず、発言は比較的固定されたメンバー間でなされる──もしくは、ヘビーな発言者同士が、お互
いを意識しあってポストしあい、ROM会員たちは後景へと退いている──傾向にあるように思われる。また話
題に関しても、不適切だというサンクションが発動されることはなく、概して融通無碍に運営されているもの
の、反響の多寡によって自ずとこのMLで話すべきテーマについての規範が、構築・共有されているようだ。
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Dead Heads’ Network

ABSTRACT

Though Computer Mediated Communication (CMC) research is generally studied

from the viewpoint of the kind of change the emergence of the new medium brings to

the style of our communication, I examine the relationships between the fan culture

of the Grateful Dead and CMC in this article, using the viewpoint of how people,

who already share common values and styles of communication, use the new me-

dium as well as how the medium satisfies them. Then, I examine the present state of

the Dead Heads network in Japan and their shared ethos through the analysis of the

mailing list of J-heads. As a result of the analysis, it was confirmed that there was a

“sharing of strong community consciousness”, “the repulsion toward commercialism”,

and “an open network” among Dead Heads. Since this paper is only a rough survey, I

would like to continue to examine the actual cases of CMC respectively and describe

the process of rapid changes of media and society. Then, I would like to research the

dynamic process of the state of the media which is created and constructed in social

relationships, avoiding falling into the argument which claims that the improvement

of the technology determines every social change.

key words: computer mediated communication, fandom, subculture
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